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共同学習と英語学習 
 
島田 武 
 
Cooperative Learning and English Learning 
 
Takeshi SHIMADA 
 
 これは 2006 年 12 月 10 日に参加した日本協同教育学界主催の「共同学習法ワークショップ 
英語教育における協同学習 A （講師：伏野久美子先生（立教大学））」の報告です。 
  本ワークショップのキーワードは「協同学習」といい、英語の"Cooperative Learning"に相当しま
す。協同学習では、4 人のメンバーからなるグループを作り、課題に取り組みます。通常のグルー
プ学習との違いは、目標として、課題の達成だけではなく、達成のためにメンバー同士が等しく
協力し合うことも含まれているところです。そのため、メンバーはお互いに、アイデアを出す、励ま
す、批判をする、助言をするなどして、積極的に学習に関わります。その結果、学習者はコミュニ
ケーション能力を高められるのと同時に、自分にも誰かのためにできることがあるという自信と達
成感を得ることもできるのです。 
 以下で当日行ったアクティビティーをいくつか紹介します。 
１．Find Someone Who... 
 これはまだ、グループを作る前の段階で、見知らぬ参加者同士がお互いの情報を集めあうとい
うものです。あらかじめ質問の書かれた紙を持ち、ランダムに相手を見つけては３つずつ質問をし
て、"Yes"と答えてくれた人の名前を記入していきます。この課題の良い点は、自分からコミュニケ
ーションをとる態度が学べるということです。手順の中に"Hello"や"Thank you. It was nice talking 
you. Good-bye"というフレーズを使うことが示されているため、この活動を行えば、自然に会話の
始め方と終わり方が身に付くようになっています。また、質問が前もって用意されていることと、ま
たその文を変形することによって簡単に別の文が作れるため、学生たちの心理的な負担を少なく
でき、授業でも使いやすいと思われます。 
２．Jigsaw（A Hatseller and Monkeys) 
 これは帽子売りと猿の物語を 4 分割したものを 4 人のメンバーが分担して、他のメンバーに説明
したり質問を受けるというものです。同じ部分を担当したもの同士が集まって内容の把握をしたの
ち、元のグループのメンバーに何も見ないで説明し、最終的に物語全体をすべてのメンバーが
理解できるようにします。この活動を行うことによって、自分の担当した部分に関しては、良い話し
手としての技能を、またその他の部分を理解する際には、良い聞き手もしくは質問者としての技
能を身につけることができます。重要なことは、自分の技能を高めるだけでなく、他のメンバーの
技能を高めるように振る舞うことです。 
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３．Let's Make a "Later..." Story! 
 これは（２）の帽子売りと猿の物語の後日談を作成するというものです。にメンバーが１文ずつ話
を考え、最後に落ちをつけます。皆で英文の添削をしたあと、二人組みに分かれてその物語を
説明する絵を描きます。それを元に物語を説明できるように練習をします。そして他のグループ
の人たちに説明しに行きます。この活動の最大の特徴は、グループでの英文創作の楽しさと、作
品を他のグループのメンバーに説明する楽しさが味わえるところです。通常の英作文では、一人
一人が与えられた日本語を英語にするか、自由にトピックについて述べるかのどちらかです。そ
の場合、話題に興味がなければそれほど作文に意欲がわかないことがあります。しかしこの活動
では複数のメンバーが、自分の判断で自由に英文を作るけれども、ストーリーが破綻しないように、
同時に物語が面白くなるように努力します。そのために個々のメンバーは、他のメンバーからの反
応を予測したり、その反応に合わせたり、わざとはずしたりして、文を作ることになります。ちょうど
作家が読者を想定して書くのと似たような状況です。実際にこのようにして物語を作ってみると、
作品に愛着がわいてきますので、今度はそれを他のグループのメンバーに説明するのにも熱が
入り、自然と表現に気を配って相手に伝えようと努力をすることになります。その際に物語を説明
するために絵を描くのですが、この作業も作文するのとはまた違った楽しさと大変さがあります。
けれども説明の時にはこの絵しか頼るものはないので、説明がしやすいように、かつ理解してもら
いやすいように構図などを考えることになります。この作業は英作文ということを越えて、把握力や
プレゼンテーション力をも鍛えてくれます。 
４．Small Group Discussion Topics 
 この活動では、身近なトピックについて議論することによって、Facilitator、Praiser、Encourager、
Questioner、Challenger、Summarizer という役割を果たし、そのための表現を使えるようにするも
のです。 
 Facilitator: Let's talk about ...; Let's move on to the next ...; Any more ideas? 
 Praiser: I really like your idea; You helped us solve this problem; Good idea! 
 Encourager (Name), you're so quiet. Are you OK?;I want to hear from (Name), too. 
 Questioner What do you mean (by ...)?; Could you repeat that, please? 
 Challenger: But don't you think ...?; I can see your point, but...; That may be true,but.... 
これらの表現を使うことによって、議論の進め方、賛成、反対の表明、質問の仕方を身につけるこ
とができます。当日議論したトピックとしては以下のようなものがあります。 
・Studying English is very difficult. 
・We mustn't eat meat. 
・We are allowed to eat in class.  
・Smoking should be banned in Japan. 
 今回このワークショップに参加して、共同学習の様々な方法を学ぶことができ、英語学習の新
たな可能性を実感することができました。講師の伏野先生、参加の機会を与えてくださった室蘭
工業大学 FD ワーキンググループに御礼申し上げます。 
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